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け
けいえいかもく 経営科目 国鉄においては狐益勘定の経政

をそれが支出される際の形態， 例えばl隊員給 ・ 扶後手当 ・ 石I!R:

Tl'l等によ って分類決J?:すると同時に，その経~'(がどの ような目

的のために政されたか，すなわち目的による分獄によっても決

算することにしている。後者の分類を示すのが経営科目である。

鉄道経岱上Tl'l される経質はきわめて多極類の主主薬から構成さ

れており ， これをいかに分類するのが合辺的であるかはむずか

しい 111]1週である。経世を合理的に統制管理し， また決算を分析

して予f):の創成，各種の企図資料の基礎とするには，経費はー

而においては形態により分類すると同時に，他国において目的

による分狽をもなす必要があるのである。 ji可者を立体的に組み

合わせた勘定科目を編成することができれば理位.((fJである。し

かしそれは非常に複雑なものとなって決算事務にかえって支障

をきたすことにもなるので，国鉄においては，経政の使用目的

による分頬は L款1 および LlJiil に示す大分類および中分類に

とどめ，小分綴を省時している。 L項1 の内わけたるし目 1 はも

っぱら形態分頬のみである。経営科目は各項の中を目的により

小分類したものである。

経~科目は昭和1 26 ・ 9 逮第 449 号経営科目決算手絞にもとづ

いて設けられたもので，昭和 26 年度以来実施されている。経

営科目による決算綴は， 経済計 J7:の基礎をなすと同時に， 経営

分析および各極の企画に基礎資料として利用されている。(中仏

w次)

けいえいかんさ 経営監査 f国鉄自動車の) 国鉄自動IJîは

経営欧資規程を設けて経営![;~査を行っている。それは1!h立採算

11~Jのもとで， 各経営n任単位が能率的な経伝をしているかどう

かを段査し，もし恐い点があればその原因を究明して，具体的

な目立普撚i位をとれるようにするのがその目的である。経営責任

単位は全国を 9 つの地方自動車事務所に分け，地方自動車事務

所は各 5-13 の自動車蛍業所に分けてある。この各経営責任単

位の経'滋成総は毎月 L 自動車経費決算l.L国鉄自動車経営統計1

および L1'1 ffi)J lli純収入計ll:lによって明確にされるので， この

資料によって定期的に詑而盟主査を行い，なお必~ある時は， と

くに制H街なfk聞を要求して院査するか，または現地蛇査を行う。

経営店主査の方法は， 主主 ItJJ~丘宜と制日鑓監査とあり，世間(主 と

して統計)を用いる話回監査と現場の突際について行う現場監

査とがある。また書簡監査は経営責任単位相互を比較してみる

相互比較と，同じ箇所の成献を過去の成献と比較してみる期間

比較によって欧査する。

1 自動車経費決f):

経営成献を!liii査するには，通常 l京 1隊計f):を ff うのであるが，

国鉄自動車は統計機を用いて決釘ーを行い，その決n:科目を原(蘭

E十f):科目と同じにしてあり，また経費発生箇所こ.とに計算する

ように組立ててあるので，自if!iJIII経'1'i.の決l?ーは岡崎に原価計算ー

と同じ fï:ffilをとおるわけであるから，決算と経常の成果とを比

較すれば， 経信;原 1闘が!日l らかになる。

2 国鉄自動車経営統計

経也統計というのは成来晋IP:であるが， 部分的には原価計算

の経世mn:部門の布lìjlj!的な統計も含まれている。

経包統言!の在E類を挙げると，

( 1 ) 国鉄自動耶運輸統計 自動車の旅客貨物の五I!輪金および

その収入を前淵1\に表わす (2) 国鉄自動車作業成絞統計 自動

車の迎用別の延日 111 ・ 走行キロ ・ 燃料消~I(盆 . ìlbll旨消Tl'lftl:およ

び修繕用部品の消ïJ!tTl'l額を精細に表わす。

3 .自動車純収入

4 ;g面監査

自国監査はまず巡送úílf耐比較表を作って蛍業所相互の比較を

行う。この比較表は剖i門別 ・ 要素別に分けて作る。部門別は管

理部門，営業所管副部1"']，営業部門， 運転剖1門， 車両保守部門

の 5 部門と滅fU昨日剥1 Tl'lに分け，各部門は各人件Tl'l と各部門の物

件費 ・ 経Tl'lの主要なものを要素別に分けてその巡送原価を表わ

し ， これを事務所別または営業所別にならべて相互に比較検討

し，また同じ事務所または営業所の突献を前月または前年の突

絞と比較する等， 期間比較を行って検討する。

相互比較や期間比較を行うと ， ある営業所のある経費が他に

比較して多いとか， 過去に比較 して多くな っ てきたということ

が指摘される。しかしこの運送原価比較表では， 原1面が高いか

安いかがわかるだけであるから， 見IJに作業成絞比較表を作って，

原価と成果すなわち作業成絞と比較してその原因を追究する。

作業成総比較表は走行キロ ・ 運輸盆 ・ 収入・車両の運用別延日

11工(巡用別とは車両が運転に使用されたか，検査修繕にまわさ

れたか， あるいは予備事として車庫にあったかどうかの区別を

いう)を各要素別に並べて，運送原価比較表と同じように比較

する。

巡送原1聞と作業成記~の双方を比較検討するとその間の因果関

係が判明してくるから，ある営業所の巡送原1出lの高いのは ， 111 

岡の迩用が恕いからであるとか， 労務の巡mが恕いとか， その

原因が指摘されるわけである。

この監査はちょうど医療における定期健康診断に相当するも

ので，診断のま吉栄病因がわかれば，処方室長をmき治療の指示を

与えると同様に，経営監査は経営の欠点を発見し，その原因を

明らかにしてこれを除去する方法を立てるのである。

5 現地監査

自由肢査の結よ!l:経営の欠点が明らかになり，その改善方法を

立てる場合は，現地の特殊事情を考慮して具体的な方法を立て

なければならないので，その必要があると問、められるとき ， 現

地について民査を行うのである。

6 資料の等質化

相互比較または期間比較を行 う場合は， 資料の質的内容を考

慮しなければならない。できれば資料を分析して，これを等質

化して比較すべきであるが， これを全部について行うこ と は覧

査業務をはなはだしく煩雑にするので，問題点だけについて綿

密な監査を行う場合だけこれを行っているのが突状である。

(中村清)

けいえいとうけい 経営統計 (国鉄の) 経~i活動を合理的に

遂行してゆくための l つの手段として経営休に適用される統計。

今日の俊雑な経済社会においては，いわゆる勘やHfdJ.1:でことを

処理することは適当でなく ， 計数による科学的管理が必要であ

る。経営統計はこの計数管理の 1 つの手段であって， それによ

って合理的な経営の計画および管理を行い， 経営効果を均すこ

とが目的である。経営統計は最近企業の科学的管理 ・ 合理化促

進のための資料として急速に発達するに至っているが， ことに
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